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新入社員の皆さん、入社おめでとうございます。 
 
長谷工グループは現在、好業績が続いていますが、これは東京オリンピック・パラリ

ンピックに向けた建設・不動産市場の活性化の影響が大きいと考えています。ただし、

2020 年以降はこの追い風がやむおそれがあり、その時には中長期的な流れである、少

子化に伴う人口減少や世帯数減少、高齢化の影響がより顕著に表れると思います。 
 
昨年 4月にスタートした中期経営計画「NBj 計画」（Ｎew Ｂorn  haseko Jump up plan）は、2020

年以降の新しい時代に向けたグループの基盤作りと位置づけています。時代の移り変わ

りに備えて、様々な変化が生じつつある時が今だと感じています。新入社員の皆さんは、

目の前の仕事に一生懸命取り組むのと同時に、長谷工グループの進化の当事者としての

意識を持ってこれからの日々を送ってください。 

 
年頭に今年のキーワードとして「謹厳実直」という言葉を掲げました。辞書で調べる

と「きわめて慎み深く、まじめで正直なさま」と出ています。この数年、日本を代表す

る歴史ある企業でも品質問題が発生しています。皆さんが定年退職となる約 40 年後、

さらにその先へと会社を永続させるためにも、決して慢心することなく、会社が順調な

時こそ“謹厳実直”に行動して欲しいと思います。 
長谷工の社員は、目標を与えられると粘り強く、最後まで諦めずに何とかしようとい

う気持ちを持って行動します。長谷工のＤＮＡとも呼んでいますが、自分の会社は自分

で良くする、何とかするんだという気持ちを社員全員が共有していたからこそ、過去の

修羅場・土壇場・正念場という３つの場を乗り越え、会社を成長させてきたのだと思い

ます。長谷工グループは「大いなる中小企業」の集まりだと思っています。皆が会社の

ために何ができるかを常に考え、常に動く。現状に甘んじることなく全員で努力する。

そんな人材になるように努力をしてください。 
 
「グループの全社員が営業マン」というプロジェクトを、グループ全体で進めていま

す。一人一人が自分の所属する会社だけでなく、グループ全体のために行動するグルー

プ連携の考え方が、長谷工グループの良いところであり、強みだと思っています。これ

からはいつもグループを意識して行動して頂きたいと思います。 
 
一日も早くこのグループの一翼を担う人材として活躍されることを期待しています。 
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